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Ⅰ　大学の概要

大学概要�

本学は、人の健康を支え、経済の基盤である「食」と「農」を一体的に学ぶ大学として、生命・環境・
社会を科学する力と、食と農に関する広い知識と技術を総合的に身につけ、次世代の食料・農業分
野で活躍する人材を育成するとともに、実社会に直結する研究開発を通じて、地域と国際社会の発
展に貢献することを目的としています。食料産業学部では、サイエンス・テクノロジー・ビジネス
を包括的に学びながら、「食と農に関する高度な専門性を持ったジェネラリスト」育成を図ります。

2つのキャンパスで学ぶ�

「胎内キャンパス」と「新潟キャンパス」それぞれの特徴を活かした実践的な授業を展開します。

（ 1）胎内キャンパス
山、川、平地、海と農林水産業に必要な要素がすべて揃う胎内市で、学内の農場や実験室に
とどまらず、周辺の農地および農村を活用した授業なども行います。

（ 2）新潟キャンパス
新潟県内最大の食料消費地であり、食品企業等の産業が集積している新潟市で、経営・経済
に関するビジネス科目を中心に授業を行います。

サイエンス（科学）

＝　次世代の食料・農業分野で活躍する人材を育成

生命、環境、社会を科学する

食と農の幅広い知識と技術

実社会に直結する研究開発

テクノロジー（応用技術）

ビジネス（経済・経営）
ビジネス
・

経営学

食品科学

高度な専門性を持った
「ジェネラリスト」育成

農学

新潟食料農業大学

地域と国際社会の発展に貢献

食料産業学部
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【食料産業学部　食料産業学科　 4年間のカリキュラム】

■ 1年次と 2年次は、週 4日／胎内キャンパス、週 1日／新潟キャンパスで学びます。

■ 2年次より、アグリ・ビジネス・フードの 3コースに分属します。
　（ 1年次後半にコース希望調査、選考。）

■ 3 年次より、アグリ・フードは胎内キャンパス、ビジネスは新潟キャンパスを拠点として学び
ます。

数学入門、生物学入門、化学入門、物理学入門
生物学の基礎、化学の基礎

経済学の基礎

食料産業基礎演習

企業




